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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
青
空
の
下
で
気
持
ち

の
良
い
汗
を
か
く
の
も
よ
し
、
声
を
か
ら

し
て
ゲ
ー
ム
観
戦
に
没
入
す
る
の
も
よ
し

で
す
。

　

そ
こ
で
今
号
で
は
、
硬
式
野
球
部
、
水

泳
部
、
陸
上
競
技
部
駅
伝
の
３
監
督
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、「
目
指
せ
大
学
日
本

一
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
林
常
任
理
事
の
司

会
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
学
ス
ポ
ー
ツ
を
押
し
上
げ
る
に
は
、

「
オ
ー
ル
中
央
」の
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

熱
い
応
援
が
選
手
を
奮
い
立
た
せ
、
そ
れ

が
勝
利
に
つ
な
が
れ
ば
、「
オ
ー
ル
中
央
」

の
一
体
感
を
醸
し
出
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学生記者が取材・編集する大学広報誌

神
宮
球
場
や
国
立
競
技
場
、
そ
し
て
箱
根

に
応
援
に
行
く
度
に
感
じ
る
の
は
、
現
役

中
大
生
の
あ
ま
り
の
少
な
さ
で
す
。
熱
心

に
応
援
す
る
人
の
殆
ど
が
本
学
Ｏ
Ｂ
で
、

学
生
の
姿
は
チ
ラ
ホ
ラ
。

　

そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
。

東
都
大
学
野
球
の
試
合
は
平
日
で
あ
る
こ

と
や
、
神
宮
や
国
立
に
観
戦
に
行
く
に
も

交
通
費
が
か
か
る
と
い
っ
た
事
情
が
あ
る

の
は
確
か
で
す
。
た
だ
、「
そ
れ
で
も
」

と
あ
え
て
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
と
学
生
が
世
代
を
超
え
て
肩
を

組
み
、
中
大
の
校
歌
や
応
援
歌
を
歌
う
の

も
乙
な
味
で
す
。
勝
利
す
れ
ば
な
お
さ
ら

で
す
。中
央
大
学
応
援
歌
の
曲
目
は『
あ
ゝ

中
央
の
若
き
日
に
』
で
す
。
団
塊
の
世
代

の
私
が
言
う
の
も
何
で
す
が
、「
中
大
生

の
み
な
さ
ん
『
青
春
』
し
よ
う
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
か
！
」

 

（
編
集
長　

伊
藤
博
）
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学生記者のすすめ
　 表紙にもうたってある通り、この『Hakumon

ちゅうおう』は、学生の視点で取材・編集して

いる大学広報誌です。全国の大学が発行する数

ある広報誌のなかで、学生自身が編集に携わっ

ているのは、あまり聞いたことがありません。

　学生の視点から編集していることが、「親し

みやすい」「読みやすい」と、学生だけでなく

教職員や一部のOBなどからも好評を得ていま

す。

 　『Hakumonちゅうおう』を読んで、様々な

刺激を受け、自分の学生生活を奮起させている

学生もいるようです。

　世の中では “最近の大学生は...” など、あま

り良い表現をされないこともありますが、この

冊子に登場する学生はそのように揶揄される

学生とは無縁です。広報室に時折、顔を出して

くれる学生記者たちももちろん無縁です。毎日

忙しく学生生活を謳歌しながらも、その合間に

様々な取材対象を探し、取材・編集をこなして

いるからです。

　大学広報誌においては縁の下の力持ち的存在

の学生記者には感謝とともに、エールを送りた

い。

　学生記者に興味を感じる学生がいたら、ぜひ、

広報室の扉をたたいてください。学生記者の活

動には、普通の学生生活では体験できない様々

な出会いがあります。ニュースの現場にも出向

き、社会の一こまを体験することもできます。

　さらには取材力や文章力を鍛えることができ

るので、マスコミを目指す人はもちろん、卒論

などに必ず役に立つことがあると思います。特

に、１年生で興味がある学生がいたらぜひ広報

室までおいで下さい！。　

広報室　藤田　智子


